
	
	
	
	
	
	

新田博氏の『言葉の新田：一つの文学饗宴』から	
	
	

 

A B C 大学へようこそ 
そこは努力なしで多額のお金を払いさえすれば 
誰でも手に入る偽りの卒業証書を手にすること 

ができる絶好の場所 
 

多額のお金が振り込まれた後、 
おざなりの試験が行われ 

生徒は学生証と講義の時間割を与えられる 
 

気が詰まるような教室でどうすればよい 
かわからない教授たちによる 
独創性がまるでない授業 

 
学期末試験といえば、 

あいまいさと間違いだらけのわけのわからない 
二者択一問題で、なんと学生の能力を評価してしまう 

 
学内での地位を保証し、 
社会的地位を守るため 

多額のお金を寄付する金持ちの同窓生が幅を利かせる 
それが教育にまで商業主義を増長させる 

	
	
	

―T	Newfields（和訳：神谷卓代と槌谷メリッサ)	
開始：1996年	静岡市		♪ 完成︰2017年 2013年	東京	

	


